支払停止の抗弁通知書
令和　　年　　月　　日
被通知人
東京都□□区□□町◆－◆－◆

株式会社●●●●

代表取締役  　　　　　　　殿

通知人

　○○県××町△－△－△

　甲野　一郎

本通知書作成代理人

〒１０３－０００７

東京都中央区日本橋浜町２－１９－８

文化エステート浜町ビル８階

行政書士　東京中央法務オフィス

行政書士　小竹　広光

冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

前略

　私は、令和●●年●●月●●日、株式会社●●●●との間で、割賦購入あっせん契約（クレジット契約）により△△△△△△△△を購入しましたが、購入当初から○○○○○○○○○○○○という状況にあり、使用に耐えない状態にありました。

　つまり、明らかな欠陥商品であり、契約の目的を達成する事が出来ないため、その旨の苦情を販売店に伝えておりますが、未だ交換や修理その他の適切な処置をされない状態にあります。

　よって、そもそも契約そのものが重大な瑕疵を有しており、錯誤無効であるとも考えておりますので、特定商取引に関する法律および消費者契約法に定める「不実の告知」に該当しますので、割賦販売法第３０条の４に基づき、支払停止の抗弁権を行使させて頂きますので、以後、督促行為や口座引落の停止など、必要な措置を講じて下さい。
以上、よろしくお願いします。
草々

